
 伊達市立関内小学校だより                 令和４年６月２４日発行 №3 

みずなら 
「通いたい 通わせたい 
誇りたい 勤めたい 
学校づくりをめざして」 

エブリ デイ マイ ラスト 
 

伊達市立関内小学校長  萩原  享 
 

毎日、車で室蘭から関内（伊達）

に通勤しています。およそ５０分程

度の通勤時間ですが、この間ラジオ

を聴きながら運転しています。先

日、ラジオから流れてきたとても切

ない物語で、高校球児が残した言葉に感動しました。その

物語をお伝えします。 

公立勢 72 年ぶりの 2 年連続決勝戦進出を決めた東京都

立小山台高校（難関大学に多くの合格者を出す有数の進学

校）第８６回選抜高校野球大会 2014年の２１世紀枠に（３

月２１日開幕、甲子園）東京の小山台が都立校として初め

て出場を決めました。 

２００６年にエレベーター事故で亡くなった当時の野球

部員、市川大輔さん（享年１６）・恩師である福嶋正信監督。 

【福嶋先生】 

忘れもしない、あの事故が起こったのは、私が野球班（部）

監督として東京都立小山台高校に赴任し、2 年ほど経った

2006年6月3日のことでした。 

「福嶋先生、夏の大会も１か月に迫ったので新しいバッ

トを買いに行きたいのですが、大輔も連れて行っていいで

すか？」 

市川大輔は、当時 2年生唯一のレギ

ュラー。派手さはないけれど、何事に

もコツコツと一所懸命に取り組む、誰

からも信頼される選手でした。私は、

「いいぞ、大輔も先輩といっしょに行

ってこいよ」と、練習が終わった後に、子供たちを近くの

スポーツ店に送り出したのです。 

しかし、それが大輔との今生の別れになるとは、夢にも

思いませんでした。皆で購入したバットを手に、帰宅の途

に就いた大輔は、自宅マンションに設置されていたシンド

ラー社製のエレベーターに挟まれる事故に遭い、帰らぬ人

となったのです。大輔は手にバットを握り締めたまま亡く

なっていたといいます。 

あの時、大輔を（バットを）買いに行かせなかったなら

……。事故後、私も生徒たちも、大輔のことが悔しくて、

悲しくて、大粒の涙が止めどなく溢れ、練習することさえ

ままなりませんでした。 

そんな私たちに、再び前を向いて一歩を踏み出す力を

与えてくれたのが、大輔のお母さんから届いた、「皆さ

ん、悲しい顔で練習をしていたら大輔が泣きます。だか

ら笑顔で練習してくださいね」というお手紙。そして大

輔が野球日誌に書き残した次のような言葉の数々でし

た。 

「当たり前のことを当たり前にやる。 

でもそれが難しい。」 

「１分１秒を悔いのないように生きる。 

精いっぱい生きる。」 

「エブリ デイ マイ ラスト」 

（毎日、今日が最後というつもりで 

精いっぱい生きる） 

 小山台は都内有数の進学校で、練習スペースも時間

も限られており、甲子園はおろか上位進出さえ難しい

のが現実でしたが、大輔の事故をきっかけにして、チ

ームとしての絆が深まり、必死に練習に励むようにな

ったのです。 

～物語は続く【後略】～ 

言葉のビタミン剤を高校球児からいただきました。

「さあ明日から、いやいや今日、今からがんばろう！」

という思いをもちました。 

 
 
 
「運動会はどうでしたか」 
６月１６日（木）１校時に４年生の樹生さん凛さんか

らインタビューを受けました。 
「子どもたち一人一人が、活躍する場面がたくさんあ

る運動会だったので、とてもいい運動会でした」と応え
て終わりました。 

関内小学校の運動会は、とてもあたたかいアットホー
ムな運動会だとも感じています。それは、PTA や OB
の方々が環境整備に来てくださったり、重機でグラウン
ドのコースを整備してくださったり、体育振興会の方々
が当日のお手伝いをしてくださったりと保護者や地域
の皆様に支えられている学校だということをひしひし
と感じたからです。 

皆様、ありがとうございました。 
  

 

 だて歴史文化ミュージアムにて 

７月３０日～９月４日まで開催さ 

れます。日本で５か所のみの開催 

となります。日本各地の遺跡や遺 

物が見学できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月の行事予定 

月の行事予定 

 

☆☆☆お礼☆☆☆ 
○5/25 体育振興会の山木さんがグラウンド整備作

業、5/30 に小西さんが転圧作業をしてくれました。 

○5/２７ 加藤さんが野菜の苗（ピーマン、トマト、き

ゅうり、レタス）を寄贈してくれました。 

○5/30  PTA 環境整備作業では保護者、OB 合わせ

て１０名の参加がありました。 

○6/８ 清野さんがトウモロコシ畑の耕作と肥料入

れ、マルチ敷き、草刈りなどをしてくれました。 

○緑の羽根募金のご協力ありがとうございました。 

３６７１円の善意の募金がありまりました。森林整

備や緑化の推進などに役立てていただきます。 

※皆様、いつもありがとうございます。 

６月１０日（金）に関内小学校恒例のトウモロコシ

の種まき集会を行いました。本校で２０年近く続いて

いるもので、だて学（地域体験学習）の一環として、

作物を大切にする心の育成と、職業教育（キャリア教

育）としても位置付けて取り組んでいます。 

今年度も畑のアドバイザーである清野さんの指導

を受けながら、去年よりわずか

に少ない３,０００粒（品種は恵

味ゴールド）の種を植えまし

た。沢山収穫できるよう、水や

りや雑草取りを頑張ります。 

トウモロコシを大切に育てよう 

新型コロナウイルス感染症の全国の感染者数は減少
傾向にあるものの、胆振管内の感染状況については予
断を許さない状況が続いており、市内では学級閉鎖も
行われています。 

また、噴火や地震等の災害が発生した際には、長期
間にわたって児童が学習する機会を失う事態が予想さ
れており、学びの保障に向けた環境の整備が急がれて
います。 

そこで子どもたちの学びを止めないため、全学級を
対象に２時間（４５分×２コマ※１年生は１コマ）の
オンライン授業を実施しますので、ご理解とご協力を
お願いいたします。 
・期日  6 月２８日（火） 
・日程   12:30 下校（給食あり） 

13:00 接続開始 
 5 校時13:20  
 ６校時14:10 

14:55 終了    
※6/29 タブレットもたせて登校させてください。 

避難訓練 & 煙体験 

 6 月７日（火）に1 階家理科室からの火災を想定 

した避難訓練を行いました。「お・は・し・も」（おさ

ない・はしらない・しゃべらない・もどらない）を守

り、素早く体育館横広場まで避難を完了することがで

きました。その後、消防署員の方 

のご協力のもと、理科室に煙を充 

満させ、煙の中での避難の難しさ 

を体験しました。 

関内小学校 住所：東関内町７８番地１ 
TEL：0142-23-2660  FAX：0142-23-3320 

：sekinaisho@ed.city.date.hokkaido.jp 

全校オンライン授業日(6/２８) 

日 曜 行                                                                 事 下校 日課

1 金
光陵中学校区健全育成連絡会
（18:30　校長・教頭・指導部長・PTA副会長中野さん）

13:30
14:20 C

2 土

3 日

4 月
ALT   写生会(消防署　1.2年生 9:30)

14:15
15:05 A

5 火
13:55
14:45 B

6 水
修学旅行（５・６年）　一斉弁当日(１～４年)
茶道教室 14:15 A

7 木
修学旅行（５・６年） 13:55

14:45 B

8 金
５・６年休業日    生活リズムチェック調査①配付
定時退勤日

14:15
15:05 A

9 土

10 日

11 月
ALT   大型車両を使った交通安全教室（２校時）

14:15
15:05 A

12 火
４年校外学習（10:25～12:00　浄水場） 13:55

14:45 B

13 水
前期児童会⑤

14:15
15:05 A

14 木
13:30
14:20 C

15 金
定時退勤日

14:15
15:05 A

16 土

17 日

18 月
海の日

19 火
生活リズム調査回収日 13:55

14:45 B

20 水
巡回小劇場低学年公演（午前）

茶道教室
14:15 A

21 木
給食最終日
クラブ④

13:55
14:45 B

22 金
C日課　1学期終業式　給食無し
定時退勤日 11:50 C

23 土

24 日

25 月
学習サポート（登校8:55～9:00 　下校10:40）

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日


